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会長あいさつ会長あいさつ

　ものづくりのまちの産業体験と交流の場をテーマに、「令和６年度刈
谷産業まつり」が2024年10月20日㈰に開催されました。今年は初めて
の試みとして、刈谷の産業を体験できる子ども向けイベント「Out of 
KidZania in かりや」が開催され、25の仕事体験ブースが出展されました。
　その中で、刈谷商工会議所女性会は「大茶会」を開催させていただ
きました。子ども向けに「お点前体験」を行い、子どもたちのキャッ
キャッとはずむ声が聞こえ、大変楽しそうに体験していただけました。
また、会場にお越しくださいました皆様も秋の季節を感じるお饅頭をい
ただき、鮮やかな緑色とまろやかな味わいで気分華やぐひと時をお過ご
しいただくことができ、大盛況のうちに無事終了することができました。
これもお越しいただきましたお客様はもちろん、ご協力いただきました
スタッフの皆様、女性会のメンバーの皆様のおかげです。本当にありが
とうございました。

社会奉仕・広報委員　岡本 美保子

　2024年11月７日・８日、滋賀全国大会へ女性会15名で参加してきまし
た。
　１日目は、びわ湖大津プリンスホテルと琵琶湖ホテルの２会場で、全
国から総勢2,400名が参加し懇親会が行われました。琵琶湖産の湖魚や
川魚の煮物など郷土料理が並び、近江牛に舌鼓を打ちました。フィナー
レには花火で湖上の夜空を華やかに演出され、滋賀の女性会の皆様のお
もてなしの想いが伝わり、感激しました。
　２日目は滋賀県立芸術劇場びわ湖ホールにて３ホールに分かれ、私た
ちは中ホールでリモートでの参加でした。各界の錚々たる方々の御祝辞
をいただいた後、活躍された女性会の表彰式が執り行われました。
　また全国大会以外にも、近江牛の名店「せんなり亭 伽羅」でのお食
事や、近江八幡の散策、八幡掘めぐり体験、メタセコイア並木の散策も
行ってきました。２日間とても楽しい旅路でした。

社会奉仕・広報委員長　猪口 法子

　刈谷商工会議所女性会は、来年40周年を迎えます。今年度39年目の会長を務めさせて頂き
ます。
　今年は39年～サンキュー～感謝～の年として先輩方が築いてきたことを継承しつつ、時代
に合った新しいことへの挑戦をしていきます。社会情勢や経済、自然環境等、色々な方面
が大きく変革する時代になりました。改めてこれからの女性会は、人と人との和を重んじ

「和」、笑顔で「笑」、皆と輪になる「輪」、この３つの「わ」を大切に、力を合わせて社会貢
献活動や自己研鑽をして40周年に繋ぐ年としたいと思います。それには柔軟な心と体を持っ
てこれまでを感謝して、これからの未来へ向かう年を目指します。
　明るく楽しい素敵な女性会活動ができますように、皆様のお知恵やお力のご支援よろしく
お願い致します。

令和７年度
会長　鈴木 淳子

10月例会　10月例会　「令和６年度刈谷産業まつり 女性会大茶会」「令和６年度刈谷産業まつり 女性会大茶会」

11月例会　11月例会　「第56回 全国商工会議所女性会連合会 滋賀全国大会」「第56回 全国商工会議所女性会連合会 滋賀全国大会」



【令和７年度　役員名簿】
会 長 鈴 木 　 淳 子 ベルウッド㈱
副 会 長 浅川　久美子 ㈱浅川信州造園土木
理 事 八幡　恵美子 セシルフクオカ美容室

〃 伊 藤 　 幸 代 さくらサービス（同）
〃 近藤　亜希子 メナードエクセレンス刈谷販社

総 務 委 員 長 禰冝田　沙知 三井住友海上エイジェンシー・サービス㈱
企 画・ 交 流 委 員 長 深 谷 　 幸 子 ㈱刈谷高周波工業所
社会奉仕・広報委員長 岡本　美保子 アガタふとん店
40周年記念事業実行委員長 羽 谷 　 憲 子 ㈲羽谷事務所
監 事 野々山　万里子 ㈲天美堂塗装処

〃 奥 村 　 琢 ミニヨンモーヴ沖野

　令和７年２月13日、シャインズにて、刈谷市長・稲垣様、刈
谷商工会議所会頭・加藤様、専務理事・岡田様を来賓にお迎え
し、恒例の「新春座談会」を開催いたしました。
　ご来賓の皆様からご挨拶・ご祝辞を賜り、市長には刈谷市の現
状と未来展望についてご講話いただきました。会員にとって大いに
勉強の機会となり、有意義な時間を過ごすことができました。
　その後は、美味しい和食のお料理に舌鼓をうちながら、和気
藹々と楽しい懇親会へと続きました。ご来賓の皆様がご退席された
後は、会員メンバー全員でお楽しみ会を行い、お開きとなりました。
　正・副会長、総務委員会の皆様、ご準備大変でしたね。ありがとうございました。そして１日お疲れ様でした。
� 社会奉仕・広報委員　深谷 幸子

　今回の例会では、ミッドランドスクエア41階『中国飯店 麗穂』
にて高級広東料理を堪能する貴重な機会をいただきました。
　会長よりお食事の前に、古くから伝わる中国の食材や八大中国
料理についてのお話、またマナーなどを取り込まれたミニ講座も
あり、中国料理が身近になりました。
　今回は八大中国料理のうち、広東料理を堪能しましたが、一品
一品が繊細な味わいで、まさに至福のひとときでした。料理の美
味しさだけでなく、会員の皆様との交流も深まり、有意義な時間
を過ごすことができました。洗練された料理と和やかな雰囲気の
中で、食の奥深さを改めて実感した例会となりました。
　幹事の皆様に感謝申し上げるとともに、皆さまとの交流を深めることができたことに感謝いたします。
� 社会奉仕・広報委員　伊藤 佳代子

２月例会　２月例会　「市長を囲んでの新春座談会」「市長を囲んでの新春座談会」

３月例会　３月例会　「令和６年度の反省会・会員親睦の会食」「令和６年度の反省会・会員親睦の会食」

　今回は、青年部創立30周年記念の講演会でした。講師の植松さんは
大変気さくな方で、大きなリュックを背負って会場入りなさいました。
　お話の内容は、「どうせ無理」という言葉をなくしたい。「思うは
招くよ」失敗は成功よりも重要。「だったら、こうしてみたら」を
流行らせたい。人と違うと必要とされる。失敗はデータになるから、
自分のせいにしない。やったことのない事をやりたがり、自分の夢
を誇る。大好きな事がパワーになる。
　現在、73の団体がロケットに関連してあるそうです。少子化により、
１年で鳥取県１県分の人口が減少してしまうという中で、新しい価値
を生み出すことの重要性。不安の向こうに喜びがある。「どうせ無理」を捨てて、あの手この手、こうしてみたらを考える。
　講演会後、知人に感想を聞きましたら、「植松さんにメールを送りましたら、長文のお返事をいただき、また大ファ
ンになりました」と言われ、うれしくなりました。
　大変有意義な時間を共有できました。また新しいことに挑戦していきましょう。企画してくださいました皆様に感謝
申し上げます。� 社会奉仕・広報委員　下村 みち子

12月例会　12月例会　「刈谷商工会議所女性会・青年部合同公開講演会」「刈谷商工会議所女性会・青年部合同公開講演会」


